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A*-A/VPc i-エゴ △p-竿 △ p-[〟(p,Tト 〃(p｡ナT)]pH'㌔
以下順次△ pなどに同次性が示されてすべての臨界指数は,a,Aの2つのパラメータで
例えば次のように示される｡
･-誓 ± p-÷ γ-苧 ∂-誓
このような一般化同次関数は変数△_p,tをスケールすることによって一変数の関数に
書き直すことができる｡今スケール変数をxとすれば,自由エネルギーは,












































‡ (pL.PG)-Pc十D.ト 汗 -d･DIL =+D21-｡1-a'△1+･-･
PL-PG
2β｡ -B.ト tfP+BlI-ilP+△1+B2上げ 十2△1+B3トtlP十1+ --･･
のように展開式で表わす｡この結果は,VanderWaalsが適用できなくなる- とく2×10~2
の領域内で,かなりよくデータを説明できる(くりこみ群は上 目<2×10~2程度の範
囲内で有効 と考えられている)0
古典流体の実験及び解析は,臨界点近傍での技術上の困難に加えて,圧縮率の発散に
よって生ずる密度勾配及び相関距離に対する影響のため,かなり困難である｡このよう
な重力効果は,状態方程式がわかれば,それによって補正を行なうことができる｡しか
し実験の目的の一つが状態方程式を得ることでもある｡現在行なわれているのは,linear
modelまたはCubicmodelによって重力効果を評価することである｡重力効果の重要な点
は,1-2%その評価を変えただけでも,T｡及び指数値がかなり大きく違ってくること
にある｡補正項を含めた重力効果の評価が必要である｡
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